
ご
あ
ん
な
い

村
瀬
　
和
子

詩
人

　

道
の
べ
に
清
水
流
る
る
柳
蔭
暫
し
と
て
こ
そ
立
ち
止
ま
り
つ
れ

　

と
、こ
の
柳
を
詠
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
教
え
、古
塚（
作
り
物
）

の
蔭
に
隠
れ
ま
し
た
。
老
人
は
柳
の
精
で
し
た
。

　

遊
行
の
聖
は
称
名
を
唱
え
供
養
を
始
め
ま
す
。
す
る
と
烏
帽
子（
縦

に
筋
目
の
あ
る
柳
寂
風
折
烏
帽
子
）・
狩
衣
姿
の
白
髪
の
老
人
が
現

れ
、草
木
な
が
ら
十
念
弥
陀
の
教
え
を
受
け
た
喜
び
を
語
り
、柳
の
徳

を
讃
え
、清
水
寺
の
揚
柳
観
音
の
縁
起
な
ど
、柳
づ
く
し
を
語
っ
て
報

謝
の
舞
を
舞
い
ま
す
。
や
が
て
夜
が
明
け
、
あ
と
に
は
風
に
な
び
く

柳
の
朽
木
が
残
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
　

ひ
と
こ
と

　

近
世
を
除
い
て
初
演
の
年
月
日
が
分
る
殆
ど
唯
一
の
能
で
す
。
永

正
十
一
年（
一
五
一
四
）三
月
十
九
日
、
六
世
観
世
大
夫
元
広
の
勧
進

能
で
、作
者
観
世
小
次
郎
信
光
自
身
が
舞
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
阿
弥
よ
り
一
時
代
後
に
活
躍
し
た
観
世
小
次
郎
信
光
は
、『
紅

葉
狩
』『
船
弁
慶
』『
土
蜘
蛛
』な
ど
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
シ
ョ
ー
的
な
風

流
能
を
開
拓
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

能『
遊
行
柳
』

四
番
目
ま
た
は
三
番
目　

老
精
物　

太
鼓
入　

二
場

季
・
場
所　

あ
る
秋
の
日
暮
れ
か
ら
夜
明
け
ま
で
。

奥
州
白
河
の
関
の
あ
た
り
。
作
者　

観
世
小
次
郎
信
光
最
晩
年
の

作
品
。

　
　
　

あ
ら
す
じ

　

時
宗
遊
行
の
聖（
ワ
キ
）は
、一
遍
上
人
の
浄
土
往
生（
一
切
衆
生
は

念
仏
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
出
来
る
）と
い
う
教
え
を
広
げ
る
た
め
、

小
さ
な
お
札
を
配
っ
て
諸
国
を
廻
っ
て
い
ま
す
。
日
も
暮
れ
か
か
る

頃
白
河
の
関
へ
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

　

と
、一
人
の
老
人（
シ
テ
）が
現
れ
、聖
が
お
札
を
与
え
ま
す
。
老
人

は
、
先
代
の
遊
行
上
人
が
通
っ
た
昔
の
古
い
街
道
を
教
え
る
た
め
に
、

こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
と
言
い
ま
す
。
案
内
さ
れ
た
古
道
の
か
た
わ
ら

の
塚
に
は
、
朽
木
の
柳
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
老
人
は
柳
の
い
わ
れ

を
語
り
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
古
く
か
ら
あ
る
名
木
で
、
歌
人
西
行
法

師
が
、



　

応
仁
の
乱
以
後
の
時
代
様
相
に
添
う
べ
く
華
や
か
な
舞
台
、
テ
ン

ポ
が
早
く
分
り
や
す
く
、
娯
楽
性
と
高
い
芸
術
性
を
併
せ
持
っ
た
劇

能
を
大
成
さ
せ
た
彼
は
、日
本
演
劇
史
上
特
筆
さ
れ
る
人
物
で
す
。

　
『
遊
行
柳
』は
、彼
の
晩
年
の
心
境
を
物
語
る
異
色
の
作
品
で
、風
に

揺
れ
る
老
い
た
柳
の
木
、そ
こ
に
現
れ
る
柳
の
精
、閑
寂
で
枯
淡
な
情

趣
が
漂
い
ま
す
。

　

芭
蕉
も「
奥
の
細
道
」に
、柳
の
蔭
に
立
ち
寄
り

　　

田
一
枚
植
え
て
立
ち
去
る
柳
か
な

　

と
、
早
乙
女
た
ち
が
田
を
植
え
終
わ
る
ほ
ど
の
時
を
、
感
慨
に
ふ

け
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

白
河
の
関
は
、古
代
蝦
夷
対
策
に
設
け
ら
れ
た
関
所
で
し
た
が
、歌
人

や
文
人
に
と
っ
て
歌
枕
と
し
て
深
い
感
慨
を
持
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
に
六
回
つ
ま
り
初
夜（
午
後
八
時
）・
中
夜（
夜
中
十
二
時
）・
後

夜（
午
前
二
時
）・
晨
朝（
午
前
四
時
）・
日
中（
正
午
）・
日
没（
午
後

六
時
）念
仏
を
唱
え
、「
六
十
万
人
決
定
往
生
」と
刷
ら
れ
た
札
を
配

り
な
が
ら
、
念
仏
布
教
の
た
め
諸
国
を
巡
る
一
所
不
住
の
遊
行
上
人
。

歌
枕
で
知
ら
れ
る
白
河
の
関
、荒
れ
た
古
塚
、歌
人
に
愛
で
ら
れ
た
朽

木
の
柳
を
現
す
作
り
物
に
は
、寂
々
と
し
た
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
〈
サ
シ
〉〈
ク
セ
〉
は
、
華
や
か
な
柳
づ
く
し
で
、
中
国
の
故
事
や
清

水
寺
観
音
縁
起
、
殊
に
源
氏
物
語
・
柏
木
と
女
三
宮
の
由
な
き
恋
を

見
て
い
た
の
も
私
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、〈
暮
れ
に
数
あ
る
沓

の
音
〉、
と
鞠
を
蹴
る
場
面
な
ど
、
爪
先
か
ら
紅
色
が
匂
い
立
ち
そ
う

な
美
し
さ
で
す
。

　

非
情
の
草
木
が
、
た
だ
ひ
と
と
き
人
め
い
て
昔
を
回
想
す
る
懐
か

し
さ
。
老
柳
の
内
側
に
眠
っ
て
い
た
記
憶
を
絵
巻
物
の
よ
う
な
艶
で

繰
り
広
げ
ま
す
。

　

遊
行
上
人
を
西
行
の
朽
木
の
柳
の
旧
跡
に
導
い
た
老
翁
が
、
そ
こ

で
十
念
を
授
か
り
、後
半
、柳
の
精
と
現
れ
舞
う
報
謝
の
序
之
舞
。
太

鼓
入
り
の
リ
ズ
ム
感
と
老
翁
の
枯
れ
た
風
情
は
、
さ
ら
さ
ら
と
水
の

流
れ
る
よ
う
な
清
ら
か
さ
で
す
。

　

一
抹
の
艶
が
仄
見
え
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
。
し
ば
し
の
生
命
を
感
謝

し
、
あ
あ
も
う
夜
明
け
、
お
別
れ
の
時
、
と
命
の
最
後
の
光
を
放
つ
老

い
の
華
や
ぎ
。

　

気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
時
を
路
傍
に
立
ち
続
け
、
人
の
声
を
聞
き
、

生
き
す
ぎ
た
命
。
老
い
と
は
、生
き
る
と
は
、老
柳
の
精
が
語
る
の
は

生
々
流
転
の
人
の
い
と
な
み
で
す
。

※
六
十
万
人
決
定
往
生

一
遍
上
人
が
熊
野
権
現
に
参
籠
し
て
感
得
し
た
四
句
。

　

六
字
名
号
一
遍
法　
　

十
界
依
正
一
遍
体

　

万
行
離
念
一
遍
証　
　

人
中
上
々
妙
好
華

　

の
頭
文
字
を
集
め
た
も
の
で
、一
切
衆
生
を
さ
し
、世
の
す
べ
て
の

ひ
と
び
と
が
、必
ず
極
楽
往
生
出
来
る
、と
説
き
ま
す
。



遊行柳
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